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イノベーションを生み出す新たな仕組みの構築についてイノベーションを生み出す新たな仕組みの構築について

○ 異種技術の融合が重要。それを「環境」「健康」といった社会的価値の創造につなげる。これがイノベーションの
新潮流。
＜例＞「高信頼度の診断チップ開発（高機能分子開発）」、「DNA解析技術」、「個人健康情報を活用する社会システム」の組合せ

→ 「ユビキタスな高度健康診断システムの確立」

○ このためには、「企業」「業種」「大学」「地域」の壁を超えた技術・人材の組み合わせが重要。

○ 日本はその壁が超えられない。したがって、人材・長期資金の集中を促す公的な後押しが必要。

→ 「イノベーション創造機構」（仮称）を創設

新たなビジネスモデルへの課題新たなビジネスモデルへの課題

一定程度の「規模」が必要。
（米国の事例では、資金規模は2,000億円程度）

「叡智」の結集が不可欠。
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投資先例③

研究開発ﾍﾞﾝﾁｬｰ
再生ファンド

行き詰まった研究開発ベン
チャーのうち有望な技術
（例えばバイオ）を買収・支
援し、事業化。

イノベーション創造機構
（株式会社）

・民間人材を結集
・時限（再生機構（５年）よりは長い期間）
・以下のような投資先に出資や人材供給

民間
出資

国・産投
出資

出資

投資先例①
日本版

“ｲﾝﾃﾚｸﾁｭｱﾙ･
ﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾞ”

特許の組合せ、R&D資金の

提供等により、技術開発の
流れを主導。

投資先例②

技術資産事業化
ファンド

大企業に眠る技術・人材
を活用し、ベンチャーを
組成して事業化

民間出資 出資
民間出資 出資 民間出資


